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ご使用前の注意点 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
●お子様など取り扱いに不慣れな方だけで使用させたり、乳
幼児の手の届く所で使用しない。
●お客様での分解修理は絶対にしない。
　事故や故障の原因。

ご使用中の注意点 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
〈 熱い飲料物を入れる際の注意点 〉

●非常に熱い飲料物を入れた場合は内圧が上がるため、直後
にキャップをしたり、振ったりしない。
●飲む際は飲料の温度が適温であることを確認し、ゆっくり
飲む。
●飲料物を入れる際は、飲み口やプランジャーを外すこと。
また、ボトルや飲み口にやかんなどが当たらないように注
意する。
飲料物があふれて他の物を汚したり、転倒してヤケドをする原因。

●傾けた状態や、顔を近づけた状態でキャップを開けない。
内圧が上がり、飲料物が急に出たり、飛び散ったりして危険。

〈 製品の取り扱いについて 〉

●電子レンジやオーブン、冷凍庫での使用は不可。
●火気に近づけたり、落とす、ぶつける等の衝撃を与えない。
やけど、変形、保温不足の原因。

●キャップや飲み口パーツをひねる際に無理な力を加えない。
●ステンレスボトル、コーヒー抽出ボトルとしての本来の用
途以外に使用しない。
●飲み口やツマミを持って移動しない。
外れて落下するなど危険。

●冷たい飲料物を入れたとき、湿度が高いときは飲み口、
キャップに水滴がつく事があるが、製品上問題ありません。  
●本体底に貼ってある保護シールは絶対に剥がさない。
●カラビナをキャップに付けて持ち運ぶ際は、飲み口やキャッ
プをボトルにしっかりと締めて持ち運ぶ。

〈 コーヒー抽出に関わる注意点 〉

●プランジャーを下ろす際は、必ずゆっくりと下ろす。力を
入れて急激にプランジャーを押すと、湯が噴き出る可能性
があり危険。
軽く押しても動かなくなったら、それ以上プランジャーは下に降り
ない為、それ以上押さない。

●下げたプランジャーは上に戻さない。また、お手入れの際
にプランジャーを取り外すときは、ゆっくりと持ち上げて
外す。
●コーヒー粉の上限線以上、コーヒー粉を入れない。
プランジャーを破損する恐れがある為。

ご使用後の注意点 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
●使用後は飲み口やプランジャー、ボトルの内側をよく洗い、
飲料物を入れたまま長時間放置しない。
腐敗によりガスが発生して内圧が上がり、飲料物が吹き出したり破
損する恐れがある為。

●ボトルやキャップ、飲み口・プランジャーセットの丸洗い
はできるが、つけ置き洗い（水中に放置）は絶対にしない。
水が浸入し、サビが発生することにより、保温・保冷効力が損なわ
れたり、印刷・塗装のはがれ、他のものを汚す恐れがある為。

●オレンジオイル系や柑橘系の香り・成分を有する洗剤は使
用しない。剥離したり、変色することがあります。
●熱湯での洗浄や沸騰洗浄、食器洗浄機や食器乾燥機の使用
はしない。
熱により部品が変形し、漏れ等故障の原因。

●長期間ご使用にならないときは、きれいに洗い、充分乾燥
させ、高温多湿の場所をさけて保管する。
●漂白剤は使わない。サビたり、穴が開く原因。
●ボトル内側にはステンレス鋼を使用しているが、水質や不
純物などにより「サビのような斑点」や「ザラザラしたもの」
が付着する場合がある。
このような場合は、市販のクエン酸（約 5g）をぬるま湯でうすめて
入れ、約 30 分～ 1 時間放置した後柔らかいブラシなどできれいに
洗い、水で充分にすすぐ。

●ボトルや飲み口、プランジャーセットからにおいがする場
合は、汚れが付着していないか確認する。　　　

〈 漏れに対する注意点 〉

●持ち運ぶ前には、キャップを下に向け、漏れが無いか確か
めてから使用し、水漏れしている場合は、すぐに使用を止
める。
●横置きにしたまま放置したり、パソコン・携帯電話などの
精密機器と一緒に持ち運ばない。
飲料物が漏れた場合、周囲のものを汚したり、精密機器の故障の原因。

●キャップと飲み口にパッキンが正しく付いていることを確
認する。
●飲み口・キャップや、各パッキンが汚れていないか確認する。
●MAX線以上に液体を入れない。
飲み口から飲料物があふれ、周りのものを汚したり、ヤケドの原因
となり危険。

〈 入れてはいけない飲料に関する注意点 〉

●ドライアイス・炭酸飲料や牛乳・乳飲料・果汁など腐敗し
やすいもの
成分に含まれる炭酸ガスや、腐敗により発生したガスにより、内圧
が上がり飲料物が吹き出したり、キャップなどが破損する恐れがあ
る為。

●みそ汁・スープなど塩分を多く含んだもの
ボトル内側にはステンレス鋼を使用していますが、長時間放置した
り、成分が付着したままになっているとサビが発生し、保温・保冷
効力が損なわれる恐れがある為。

〈 保温・保冷に関する注意点 〉

●保温・保冷がきかない場合は、下記を確認する。
充分に熱い（冷たい）飲料物を入れているか。本体内側を余熱（予冷）
するとより効果的。
本体内の飲料物の量が少なくないか。飲料物の量が少ないと、保温・
保冷効力が弱まる事がある為。

●保温機能が低下した時は使用を止める。

〈 通常のステンレスボトルとして使用する際の注意点 〉

●熱い飲料物を入れる際は、MAX線までとする。
飲み口の樹脂パーツが常に熱に触れると、樹脂の耐久性が落ちるこ
とがある為。

●常温や冷たい飲料物を入れる際には、ボトル上端より約
2cmの位置までとする。
最大 0.42L 入れることが可能。

●氷を入れるときは、先に飲料物を入れ、静かに入れる。また、
氷が大きくて入らない場合には、あらかじめ小さく砕いて
から入れる。

このたびはビタントニオ コトルをお買い上げいただきありがとうござ
います。この製品は本格フレンチプレスコーヒーを作ることができ、温
かいまま、どこにでも持ち運べるコーヒーボトルです。

ご使用前に必ずこの取扱説明書をよくお読みください。
なお、この取扱説明書は大切に保管してください。

取扱説明書
ビタントニオ コーヒープレス ボトル
COTTLE（コトル）

安全上のご注意 必ずお守りください。

やけど・破損・ケガの原因となりますため、
以下のことにご注意ください。

VCB-10

各部のなまえ安全上のご注意 必ずお守りください。
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約2.5cm（0.42L）
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キャップと飲み口・プラン
ジャーセットを外し、ボト
ルに適量のコーヒー粉を入
れる。（最大量 17g・目安）

※コーヒー豆の最大量は、
コーヒー豆の種類や状態
によって変わります。

1

キャップ、軸、飲み口、プランジャー、ボトル、パッキ
ンを取り外してください。1

台所用中性洗剤を含ませたやわらかいスポンジで洗った
後、よくすすいでから十分に乾かします。
※プランジャーのフィルターに詰まった汚れは、
　歯ブラシなどで落としてください。

2

お湯をそそぎ、棒でゆっく
りかき混ぜ、全体になじむ
ようにする。

2

図の様にツマミを上げたま
ま、飲み口・プランジャー
セットを取り付け、4分間
蒸らします。

※蒸らし時間が長いほど、
コクとうまみが出ます。
　薄めのコーヒーがお好き
な方は、蒸らす時間を短
くしてください。
※キャップを外した状態で
お使いください。　

3

ボトルにしっかりと手を添
え、ツマミをゆっくりと下
ろします。

※使い始めは、硬いと感じ
る事がありますが、コー
ヒーを正しく抽出するた
めです。故障ではありま
せん。

4

そのまま飲み口に口をつけ
て飲んだり、キャップをし
て持ち運びができます。

5

飲み終わったあとは、飲み
口を持って、飲み口・プラ
ンジャーセットを引き出し
てください。

6

発売元／株式会社ゼリックコーポレーション
　　　　〒111-8682　東京都台東区寿 4丁目 1番 2号

BA-VCB10-03-2103-WE

万一不具合がございましたら、お買い上げの販売店、
または当社お客様ご相談窓口までお問い合わせください。

コーヒーを飲まないときは、軸と
プランジャーを取り外して、通常
のステンレスボトルとして、お茶
や水の保温や保冷にも使えます。

Ⓐ

Ⓑ

下ろしはじめは手のひらで
押し、最後は指先を使うと、
スムーズに押し下げられま
す。

ゼリックコーポレーション  サービスセンター

使い方 ご使用の前に各部品を洗ってください。

●コーヒー粉は、 Ⓐ の目盛りま
でとしてください。プラン
ジャー破損につながる場合が
あります。
●中挽きよりもこまかいと、
フィルターの目詰まりの原因
となります。

●お湯の量は、 Ⓑ の MAX 目盛
り（約 300ml）までとして
ください。あふれる場合があ
ります。
●ボトルの肩部分にケトルなど
の注ぎ口をあてないでくださ
い。転倒してケガややけどの
原因になります。

●必ずゆっくりと下ろしてください。
力を入れて急激にプランジャーを下
ろすと、湯が噴き出る場合があり危
険です。
●軽く押しても動かなくなったら、そ
れ以上ツマミを押さないでください。
●キャップを使ってツマミを下ろさな
いでください。キャップが破損する
場合があります。

お手入れ

4分

そのまま
飲める

持ち
運べる

●『漂白剤』は使用できません。
●ご使用後は早めに洗ってください。（飲料物の色移り・匂い移り
の原因）
●食器洗浄機・食器乾燥機類は使用しないでください。
※シンナー類、クレンザー漂白剤、ナイロンたわし、化学ぞうきん
等は使用しない。（変色・破損・故障の原因）
●パッキンは消耗品です。水漏れや損傷している場合はすぐにご使用を
やめ、新しいパッキンを購入してください。
●パッキンを取り外した場合は、必ず元の位置に取り付けてください。
●ボトルやキャップ、飲み口、プランジャーセットのつけ置き洗い
はしないでください。

販売部品

別売部品は販売店でお買い求めいただけます。

上げたまま

ゆっくり
下げる

取り外すと
ステンレスボトル
としても使えます。

締める外す

パッキンセット
PVCB-10-PK
¥550（税込）

プランジャー
PVCB-10-PL-K
¥550（税込） ※パッキンつき

飲み口を持って
引き出す


